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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者 氏 名
	花田卓教

	大 会 名
	2011 Optimist World Sailing Championship

	開 催 地
	Napier, New Zealand

	大 会 期 間
	2011.12.30 – 2012.1.10


	現地までの

旅程
	福岡発（12/25 10:25）→　香港着（12/25 14:45）、香港発（12/25 21:25）→　オークランド着（12/26 13:05）

オークランド発（12/26 16:35）→ ネイピア着（12/26 17:35）

	　　旅行代理店
	株式会社JTB法人東京
TEL: 03-5909-8177

	渡航費用
	187,900円

	エントリー料
	選手一人　1,500 NZD　　　　　　

	一人当たりの

　　宿泊費用


	選手　4泊　300 NZD　　　
役員　4泊　300 NZD
（大会期間中の宿泊費はエントリー料に含まれる）

サポーター　21泊（4名の延べ宿泊日数）　1,575 NZD

	一人当たりの

　　食費
	選手　１日３食４日　120 NZD　　　

役員　１日３食４日　120 NZD
（大会期間中の宿泊費はエントリー料に含まれる）

サポーター　１日３食21日　630 NZD

	　チャーター料金


	ＯＰ艇　　大会期間中　11日間　500 USD / 艇　　　　大会前料金　65  NZD/ 艇 / 日
コーチボート　　　　　11日間　1250 USD / 艇　　　　大会前料金　225 NZD / 艇 / 日

	大会本部の対応


	大会を支える現地のボランティアスタッフの対応は非常にフレンドリーで親切だった。大会の初期に一つ不便だったのは、注意事項やスケジュールの変更などを公式掲示せずに場内アナウンスで行っていたこと。
後半には必要な情報はほぼ掲示されるようになった。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	チームリーダーミーティングは、公式到着日の翌日12月31日の午前中に大会会場の食堂用の仮設テントの中で行われた。主な議題は、開会式の要領、食事の時間とランチパックの配布要領、大会会場における諸注意事項、大会運営で使用するVHFチャンネルなど。

	選手達の様子で

気をつけたこと
	体調を崩さないために睡眠時間と食事がしっかり取れているかどうか。選手間のコミュニケーションは円滑かどうか。

	　食事に関して

　注意したこと


	食欲が落ちていないかどうかは、朝と夕方の食事の際にどのようなものをどれだけ食べているか見ていたが、みな食欲旺盛でパンやパスタ、野菜、お肉、果物など概ねバランスよく食事を取っていた。また、大会会場近くに日本料理屋さんがあり日本の食材を購入でき、時々おにぎりをサポーターで準備した。

	　セキュリティー

　に関して注意

　したこと
	日本チーム専用に艇庫が用意されていた。夜間と選手が海上に出ている間は、ダイヤル式のチェーンロックで戸締りを行っていたので、艤装品や貴重品などの盗難などはなかった。

	　荷物に関して

　工夫したこと
	選手たちは、セールを機内預かりのボイド管と予備セールを折りたたんで手荷物にして現地まで運んだ。飛行機への持込荷物の重量を極力押さえるために、衣服は最小限に抑えた。ただ選手は交換用のTシャツなどで荷物がかさばっていた。ノートパソコンは念のためチームで2台用意した。

	　日本との通信

　状況、手段
	日本から持ち込んだ携帯電話は問題なく使えた。現地からの情報発信は、ホームページのブログ、フェースブック、応援BBSなどインターネット上から行った。大会会場のクラブハウスおよび宿舎では、無線LANが用意されていたが、通信速度が遅く情報の更新に時間が掛かった。

	　他国チームとの

　国際交流の実施


	日本チームが宿泊したホテルには、スウェーデン、ポーランド、チェコ、インド、メキシコなどの国のチームが宿泊しており、大会の早い段階で顔見知りになっていたようだった。12月30日の夕方に女子選手だけのロッククライミングの体験交流会があり、岸選手も日本チームでは女子一人だったが自発的に参加した。また、大会期間中にも選手たちのため、年越しカウントダウンパーティー、自国の文化発表やダンスパーティーなどの交流イベントがあり、選手は積極的に参加していた。Tシャツなどの記念品の交換は、最終日に活発に行われた。

	　持参した

食品、医療品等　
	市販の風邪薬、胃腸薬、頭痛薬のほかにインフルエンザ処方薬。
食品については基本的に現地調達だったが、途中で現地入りしたサポーターがカロリーメイト、日本のお菓子、梅干などを持参。

	　次回参加者へ

　アドバイス
	大会が終わって後悔しないよう日本代表という自覚を持って大会へ向けて準備し、自信を持ってレースに臨んでください。

	ＪＯＤＡへの要望
	ナショナルチームで活躍したいと希望する選手に対して、年1回のNT合宿だけではなく、定期的に競技力を強化するプログラムを提供できれば、日本チームの実力をさらに向上させることができると思う。

	その他


	チームリーダーおよびコーチを対象にしたREGATTA WORKSHOP では、IODAのレース運営方法について、改善点はないか、不具合はないかなど広く意見を募っていた。JODAでも採用してはどうか？


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

